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Cisco TMS の概要 

 
 

 
 ■  サーバのディスク領域。使用可能な空き領域が 10% 未満の場合は、チケットが生成されます。 

 ■  データベース サイズ。データベースが最大サイズの 90% に達した場合は、チケットが生成されます。 

 ■  他のすべてのサービスが実行されていること。いずれかのサービスが実行されていない場合は、チケットが生成されます。 

 
TMSSnmpService 

このサービスは、SNMP トラップの処理およびポーリングに使用されます。これには、以下が含まれます。 

 
 ■  クイック スキャナ：SNMP を使用して、オンライン管理対象システムに対して短い間隔でクエリを実行し、いずれかのシス

テムがネットワークで到達不能になっていないかどうかを予告なしで検出します。 

 ■  SNMP トラップ ハンドラ：Windows SNMP トラップ サービスにサブスクライブして、管理対象システムから送信された 

SNMP トラップを収集して処理します。 

 ■  システム検出スキャン：SNMP ブロードキャストを使用して、ネットワーク上の SNMP 対応の新しいシステムを検出します。 

 

 

Cisco TMS ツール アプリケーション 

TMS ツールは、Cisco TMS サーバの [開始（Start）] メニューから使用できるヘルパー アプリケーションです。このアプリケーショ

ンは、データベース接続の設定を変更するために使用されます。 

詳細については、「Cisco TMS ツール」（272 ページ）を参照してください。 
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電話帳の作成と管理 
この章では電話帳の中心概念を取り上げ、Cisco TMS の電話帳とそのソースの作成および管理について説明します。 

また、[電話帳（Phone Books）] メニューのすべてのエントリの参考情報も含まれます。 
 

電話帳の基本 ...................................................................................................................................................................... 197 

電話帳の種類 ...................................................................................................................................................................... 198 

電話帳の作成 ...................................................................................................................................................................... 199 

電話帳へのアクセスの許可 .................................................................................................................................................. 200 

システムでの電話帳の設定 .................................................................................................................................................. 201 

ファイルへの連絡先のエクスポート ....................................................................................................................................... 201 

電話帳の管理 ...................................................................................................................................................................... 202 

電話帳ソースの管理 ............................................................................................................................................................ 203 

電話帳とソースの活動状況 .................................................................................................................................................. 211 

 

電話帳の基本 
 

電話帳ソースの役割 

Cisco TMS の電話帳は 1 つ以上の電話帳ソースのコンテナです。電話帳ソースは、電話帳を介してエンドポイントが使用できるよ

うになる連絡先のリストを提供します。1 つの電話帳に接続された複数のソースは、一緒にマージされます。 

Active Directory ユーザや Unified CM ユーザなど、さまざまなソース タイプがサポートされています。説明と設定オプションの詳

細リストについては、「電話帳ソースの管理（202 ページ）」を参照してください。 

 

階層型の電話帳 

電話帳ソースは連絡先のフラット リストとして常にインポートされます。ただし、電話帳には、たとえば、地理的な構造または組織

構造に基づいて、階層構造の他の電話帳が含まれている場合があります。 

階層的な電話帳のすべてまたは一部は異なるシステムに設定されることがあります。指定されたレベルより下のすべての電話帳

が再帰的に含まれる一方、親電話帳は除外されます。 

階層的な電話帳はレガシー グローバル ディレクトリの電話帳形式ではサポートされないことに注意してください。 

このような構造の設定手順については、「電話帳階層の作成（199 ページ）」を参照してください。 

デフォルトのソースおよび電話帳 

Cisco TMS は、デフォルトのインストールの一部として、Cisco TMS で管理されるすべてのシステムを含む単純な電話帳を作成

し、Cisco TMS で検出されたすべてのシステムに自動的に割り当てます。 

 

電話帳のルーティング 

[管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [全般設定（General Settings）] には、[電話帳ルート エントリ

（Route Phone Book Entries）] と呼ばれる設定があります。 

 

Cisco Systems, Inc.    www.cisco.com 
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電話帳の作成と管理 

 
 

電話帳階層の作成 

配布および参照を容易にするために、電話帳階層を作成できます。 

作成後に、電話帳階層の再編成はサポートされません。したがって、Cisco TMS で電話帳階層を作成する前に、電話帳の構
造の詳細を計画することを強く推奨します。 

別の電話帳内に電話帳を作成するには、次の手順を実行します。 
 

 1. [電話帳（Phone Books）] > [電話帳の管理（Manage Phone Books）] で、階層の上位レベル コンテナにする電話帳
を開くか、または作成します。 

 2. 上位レベルの電話帳が開いている場合、その中に新しい電話帳を作成するには、[新規（New）] をクリックします。 

 3. 上位レベルの電話帳内に、必要な数のネストされた電話帳を作成します。必ず、構造内の適切な親から、新しい電話
帳を作成してください。 

電話帳階層内のすべてのレベルは、1 つ以上の電話帳ソースに接続できますが、これは必須ではありません。 

 
電話帳を生成する別の方法 

上記の手順は、Cisco TMS で電話帳ソースおよび電話帳を作成するために推奨される方法です。ただし、Cisco TMS 
ツール アプリケーションを使用して電話帳を生成することもできます。詳細については、「電話帳の生成（278 ページ）」を
参照してください。 

 

電話帳へのアクセスの許可 

サイト管理者およびビデオ装置管理者だけが電話帳の読み取り/更新権限を設定できます。 

 
Cisco TMS ユーザ 

これらの権限は、選択したユーザ グループが、連絡先を読み取って更新できるか、および選択した電話帳を削除またはその
名前を更新できるかを決定します。 

 
 1. [電話帳（Phone Books）] > [電話帳の管理（Manage Phone Books）] に移動し、ユーザ アクセス権を付与する電話

帳を開くか、または作成します。 

 2. [アクセス制御（Access Control）] タブを開きます。 

 3. [TMS ユーザ グループ（TMS User Groups）] を選択します。 

 4. グループごとにアクセス権を指定するために、[読み取り（Read）]、[更新（Update）] の一方または両方のチェックをオン
にします。 

 5. [保存（Save）] をクリックします。 

デフォルトでは、サイト管理者およびビデオ装置管理者に、すべての電話帳のすべての権限が設定されています。 

Cisco TMS の電話帳リストを読み取る権限、電話帳を作成および削除する権限、新しい電話帳の更新を許可する権限は、
すべて別の場所で設定されることに注意してください。「グループ（250 ページ）」を参照してください。 

 
プロビジョニング ユーザ 

Cisco TMSPE がインストールされている場合は、プロビジョニング ユーザには次のようにアクセスを許可できます。 
 

 1. [電話帳（Phone Books）] > [電話帳の管理（Manage Phone Books）] に移動し、ユーザ アクセス権を付与する電話
帳を開くか、または作成します。 

 2. [アクセス制御（Access Control）] タブを開きます。 

 3. [プロビジョニング ディレクトリ グループ（Provisioning Directory Groups）] を選択します。 

 4. ルート ディレクトリを展開し、この電話帳にアクセスできるようにするディレクトリ グループを選択します。 

 5. 必要に応じて、[現在の電話帳および基盤となるすべての電話帳に設定を適用します（Apply settings to "(current 
phone book)" and all underlying phone books）] のチェックをオンにします。 

 6. [保存（Save）] をクリックします。 
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電話帳の作成と管理 

 

 
接続のボタン 

 
 ■  [接続（Connect）] は、電話帳に追加可能な電話帳ソースのリストを開きます。 

 ■  [更新（Update）] は、1 つ以上の選択したソースの更新を強制します。 

 ■  [切断（Disconnect）] は、選択した 1 つ以上のソースを電話帳から削除します。 

 ■  [電話帳ソースの管理（Manage Phone Books Sources）] は、「電話帳ソースの管理（202 ページ）」に移動します。 

 
 

アクセス制御 

[アクセス制御（Access Control）] タブでは、各ユーザ グループの名前が付いたリンクをクリックすることによって、Cisco TMS ユーザ 

グループの電話帳に対する読み取りおよび更新アクセス権を設定できます。Cisco TMSPE がインストールされている場合は、プロビ

ジョニング ユーザの電話帳へのアクセス権もここで設定できます。 

手順については、「電話帳へのアクセスの許可（199 ページ）」を参照してください。 

 

電話帳ソースの管理 
Cisco TMS では、[電話帳（Phone Books）] > [電話帳ソースの管理（Manage Phone Book Sources）] 

 

[電話帳ソースの管理（Manage Phone Book Sources）] ページの左側にソースを表示する [電話帳ソース（Phone Book Sources）] 

ペインがあります。電話帳に入力する前に、1 つ以上の電話帳ソースが使用できる必要があります。 

ワークスペースのボタン 

 

[新規（New）] をクリックすると、新しい電話帳ソースの作成が開始されます。ソースを作成した後で、それを選択して設定を変更する

か、次のいずれかのボタンをクリックします。 
 

 ■  名前を変更するには、[編集（Edit）]。 

 ■  ソースを削除するには、[削除（Delete）] の後で確認。 

 ■  電話帳ソースを更新するには、[強制的に更新（Force Refresh）]。 

ソースがすでに選択されている場合、[新規（New）] ボタンを表示するには、左側のペインで [ソース（Sources）] をクリックする必要があ

ります。 

 
 

ソース タイプおよび設定 

電話帳ソースを設定する場合、使用可能なフィールドはソース タイプによって異なります。次のフィールドは、すべてのソース タイプに

共通です。 
 

表 122   すべての電話帳ソース タイプで利用可能な設定 
 

フィールド名 説明 

インポートした連絡

先のデフォルト帯域

幅（Default 

Bandwidth for 

Imported Contacts） 

インポートした連絡先に設定する帯域幅。これはコールが発信される帯域幅に適用されます。帯域幅のな
い、または帯域幅が [自動（Auto）] に設定されているインポートした連絡先だけに、このフィールドから帯
域幅が設定されます。手動リストでは、このフィールドの名前が [新しい連絡方法のデフォルト帯域幅
（Default Bandwidth for New Contact Methods）] になります。 

更新頻度 Cisco TMS が電話帳ソースと同期する頻度を選択します。このフィールドは手動リストには適用されません。 
 

大規模な AD ソースまたはプロビジョニング ユーザ ベースからのインポートは、ソース サーバおよび 

Cisco TMS の両方にとって、リソースを大量に消費するおそれがあることに注意してください。完了に時間

がかかる更新は、他のスケジュール タスクをブロックする場合もあります。ほとんどのソースが比較的スタ

ティックであるため、したがって、1 日に最大 4 回更新することを推奨します。 
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電話帳の作成と管理 

 

 

連絡先の表示 

電話帳ソースを選択した後で、[連絡先の表示/編集（View/Edit Contacts）] タブに移動して連絡先を検索および表示できます。 

検索するには： 

 1. 検索フィールドで探す人の名前を入力します。 

 2. [連絡先数（Number of Contacts）] で、表示する検索結果の数を選択します。このフィールドは手動リスト タイプのソースには

適用されないことに注意してください。その場合には検索結果の最下行に表示される連絡先の数を自分で調整します。 

 3. [検索（Search）] をクリックします。 

表示される以上に多くの結果が検索から返される場合は、このことが検索結果の最下行に通知されます。 

 

電話帳とソースの活動状況 
Cisco TMS では、[電話帳（Phone Books）] > [電話帳の活動状況（Phone Book Activity Status）] および [電話帳ソースの活動状況（Phone Book 
Source Activity Status）] 

 

[電話帳の活動状況（Phone Book Activity Status）] ページでは、Cisco TMS がシステムに電話帳を送信したときに作成されるすべての

イベントが追跡されます。 

[電話帳ソースの活動状況（Phone Book Sources Activity Status）] ページでは、電話帳が電話帳ソースと同期されたとき作成される

すべてのイベントが追跡されます。 

進行中およびこれからのスケジュールされたイベントが自動的に表示されます。 

 
 ■  [開始日（Start Date）] フィールドと [終了日（End Date）] フィールドを変更して過去のイベントを検索し、[検索（Search）] をクリック

します。 

 ■  現在ログインしているユーザがスケジュールしたイベントだけを表示するには、[自分の会議のみ表示（Show only mine）] をオン

にします。 

下のリストにこれを適用するには、[更新（Refresh）] をクリックします。 

 ■  詳細なアクティビティ ログを表示するには、いずれかのイベントのリンクされた説明をクリックします。 

 ■  スケジュールされたイベントをキャンセルするには、そのイベントを選択し、[削除（Delete）] をクリックします。 

更新する場合にクリック 

開いている間、アクティビティのステータス ページは自動的に更新されないことに注意してください。ステータスの表示を更新するには、

[更新（Refresh）] をクリックします。 



http://www.cisco.com/
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ライセンスとオプション キー（Licenses and Option Keys） 
 

注：5000 個を上回るシステム ライセンスを追加すると、5000 個を上回るシステムの利用がサポートされないことを示す警告が表

示されます。この警告は、[全般設定（General Settings）] ページにアクセスするたびに表示されます。導入環境のシステム数が 

5000 個を超えた場合、または 5000 個を超える可能性がある場合は、tms-marketing@cisco.com にお問い合わせください。 
 

表 135   [ライセンスとオプション キー（Licenses and Option Keys）] セクションの説明 
 

セクション名 説明 

ライセンス 使用中のライセンス数と利用可能なライセンス数の概要です。 

有効なアプリケーション

統合クライアント 

このセクションは、アクティブな Cisco TMSBA クライアントがある場合のみ表示されます。現在ア

クティブなすべてのアプリケーション統合クライアントが一覧表示されます。 
 

表には以下の項目が表示されます。 
 

 ■  [セッション ID（Session ID）]：Cisco TMSBA のバージョン 13 以降を使用するクライアン

トのみが、必要に応じてこの ID を使用します。 

 ■  [ネットワーク アドレス（Network Address）]：ホスト名または IP アドレスです。冗長 Cisco 

TMS 展開ではロード バランサのアドレスになることがあります。 

 ■  [前回のアクセス（Last Access）]：前回のアクセスのタイムスタンプです。 

オプション キー（Option 

Keys） 

Cisco TMS に追加されたすべてのオプション キーが一覧表示されます。 

[オプション キーを追加（Add Option Key）] をクリックして Cisco TMS にオプション キーを追加します。選択したオプション キー

を Cisco TMS から削除するには、[削除（Delete）] をクリックします。 

 

ネットワーク設定（Network Settings） 

Cisco TMS では、[管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [ネットワーク設定（Network Settings）] 
 

表 136   [ネットワーク設定（Network Settings）] ページの設定 
 

セクションおよびフィールド 説明 

一般的なネットワークの

設定 

  

Telnet/HTTP の接続の 

タイムアウト（秒単位）

（Telnet/HTTP 

Connection Timeout  

(in seconds)） 

システムの Telnet または HTTP サービスの応答をタイムアウトにするまで Cisco TMS が待機す

る秒数。 

Telnet/HTTP のコマンドの

タイムアウト（秒単位）

（Telnet/HTTP Command 

Timeout (in seconds)） 

タイムアウトになる前に、システムが Telnet または HTTP コマンドに応答するのを Cisco TMS が

待つ秒数。 

SNMP タイムアウト（秒）

（SNMP Timeout  

(in seconds)） 

Cisco TMS が SNMP クエリーへの応答を待つ秒数。 

mailto:tms-marketing@cisco.com
mailto:tms-marketing@cisco.com
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表 159   チケット エラーとその説明（続き） 

 

IP 割り当てと互換性のない

トラッキング方式（Tracking 

Method Incompatible with 

IP Assignment） 

システムは、[接続（Connection）] タブの IP アドレスによって追跡するよう設定されていますが、

DHCP アドレッシングを使用するようにシステムはローカルで設定されています。この設定では、

システムの IP アドレスが変わった場合に、Cisco TMS がシステムを追跡できなくなります。 

プロビジョニングの拡張と

通信できません（Unable to 

Communicate with the 

Provisioning Extension） 

Cisco TMS は、Cisco TMSPE と通信できません。 

CUCM サーバの時間が 

TMS サーバの時間と同期し

ていません（Unified CM 

Server Time Is Out of Sync 

with TMS Server Time） 

Unified CM のサーバの時刻は、Cisco TMS のサーバ時刻と異なります。 

 

イベント通知のエラーレベルを管理 
Cisco TMS では、[管理ツール（Administrative Tools）] > [設定（Configuration）] > [イベント通知のエラー レベルの管理（Manage Event 
Notification Error Levels）] 

 

このページで、Cisco TMS のさまざまなエラーの重要性をカスタマイズするためのイベント通知エラー レベルを変更できます。 

 

注：エラー レベルは、Cisco TMS のすべてのユーザに共通です。ユーザごとに定義することはできません。 

 

ユーザ管理（User Administration） 
Cisco TMS では、[管理ツール（Administrative Tools）] > [ユーザ管理（User Administration）] 

 

ここでは、管理者はユーザ、グループ、および権限レベルを管理できます。 

Cisco TMS ユーザ権限はグループ レベルで制御され、各ユーザは複数のグループのメンバーになることができます。エンド 

ユーザの合計権限レベルは、その Cisco TMS ユーザがメンバーであるすべてのグループに割り当てられているすべての権

限の合計です。 

新規ユーザは、Cisco TMS に最初にアクセスしたとき、そのユーザの Windows ユーザ名が Active Directory 参照で自動的

に検出されるため、自動的に一連のグループ（「デフォルト グループ（259 ページ）」を参照）に追加されます。詳細について

は、「ユーザ（257 ページ）」を参照してください。 

 
グループ（Groups） 

Cisco TMS では、[管理ツール（Administrative Tools）] > [ユーザ管理（User Administration）] > [グループ（Groups）] 
 

このページで、グループと、そのページと機能に対する権限を管理できます。 

 
事前に定義されているグループ 

 
Site Administrator 

 

このグループの権限は変更できず、Cisco TMS 内のすべてのメニュー、機能、フォルダ、およびシステムに対するフル アク

セスがデフォルトで設定されています。Cisco TMS を担当するユーザだけをこのグループのメンバーにします。[サイト管理者

（Site Administrators）] グループのメンバーだけが、[管理ツール（Administrative Tools）] の [設定（Configuration）] ページ

を編集する権限を持ち、サーバの IP アドレスを変更したり、オプション キーを変更したりできます。 

 

Users 
 

すべての新規 Cisco TMS ユーザはデフォルトでこのグループのメンバーです。ユーザ グループに所属するユーザを追加ま

たは削除することはできません。このグループの権限は、サイト管理者が変更できます。このグループに割り当てるアクセス

権が、組織の人に持たせたい最低レベルを表すことが推奨されます。これは、ユーザがアクセス権を持つ Cisco TMS 内の

ページ、およびユーザに使用が許可されるシステムの両方に適用されます。 
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ユーザ（Users） 
Cisco TMS では、[管理ツール（Administrative Tools）] > [ユーザ管理（User Administration）] > [ユーザ（Users）] 

 

[ユーザ（Users）] ページでは、連絡先情報、ユーザ環境設定、およびユーザの権限レベルを制御するグループ メンバーシップを管理

できます。 

 

 ■  ユーザは手動で作成するか、Active Directory からインポートすることができます。Cisco TMS はまた、Cisco TMS サーバ上

の任意のローカル ユーザ アカウントを自動的に認証します。 

 ■  AD 同期を有効にして自動同期を設定するには、[管理ツール（Administrative tools）] > [設定（Configuration）] > [ネットワーク

設定（Network Settings）] > [Active Directory] に移動します。「ネットワーク設定（222 ページ）」を参照してください。 

 
Active Directory 同期 

ユーザが初めて Cisco TMS にログオンすると、[ユーザ名（Username）] パラメータが Active Directory から取得されます。Cisco 

TMS は、電子メール アドレスや姓名などのユーザ情報も取得します。情報を入手できない場合はユーザ情報、およびユーザ設定を

入力するためのポップアップ ウィンドウが表示されます。Windows にログイン中に [ユーザ名（Username）] は変更できません。 

AD との同期では、新規ユーザと更新情報が取得され、AD から削除された Cisco TMS のユーザはすべて削除されます。AD ルック

アップが有効になっている場合は、次の手動同期用のボタンを使用できます。 

 

 ■  ユーザ詳細ページの [AD から更新（Update from AD）] を使用すると、選択したユーザに関する更新情報を Active Directory 

から取得できます。 

 ■  [ユーザ（Users）] ページの [すべてのユーザを AD と同期（Synchronize all user with AD）] を使用すると、手動による完全な

同期を開始できます。 

 
新規ユーザの追加またはユーザ詳細の変更 

手動で新規ユーザを追加するか、既存のユーザの詳細を更新するには、次の手順を実行します。 



mailto:handle@example.com
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表 167   ユーザ設定（続き） 
 

フィールド 説明 

タイム  

ゾーン 

ユーザに正しい時刻および日付情報を提供するために、ユーザのタイム ゾーンを設定

します。次の場合は、自分のタイム ゾーンがユーザに表示されます。 

 —    新しい会議の予約。 

 —    既存の会議の一覧表示。 
 

異なるタイム ゾーンに対して作成された予約の詳細を編集または表示しているときは、会議のタイム ゾー

ンが表示され、このことがユーザに通知されます。 

IPゾーン 

（IP Zone） 

Cisco TMS エンドポイントが会議に参加していないときに、ネットワーク リソースを識別するために使用さ

れます。ユーザの IP ゾーンがネットワーク リソースを含んでいない場合、この設定はネットワーク リソース

のあるユーザに最も近いゾーンに設定する必要があることに注意してください。 

 3. 必要なすべての情報の提供が完了したら、[保存（Save）] をクリックします。 

 
ユーザの削除 

 
 1. 削除するユーザのチェックボックスをオンにします。 

 2. [削除（Delete）] ボタンをクリックします。 

 
デフォルト グループ 

Cisco TMS では、[管理ツール（Administrative Tools）] > [ユーザ管理（User Administration）] > [デフォルト グループ（Default Groups）] 
 

[デフォルト グループ（Default Groups）] ページでは、新しいユーザが初めて Cisco TMS にログインしたときに自動的に割り当て

られるグループを定義できます。 

デフォルトでは、すべてのユーザが [ユーザ（Users）] グループのメンバーになります。追加グループへのメンバーシップは、グ

ループの横にあるチェックボックスを選択して [保存（Save）] をクリックすると設定できます。 

Cisco TMS では、AD グループのメンバーシップを無効にできません。したがって、AD グループを Cisco TMS のデフォルト グ

ループとして設定することはできません。 

 
デフォルトのシステム権限 

Cisco TMS では、[管理ツール（Administrative Tools）] > [ユーザ管理（User Administration）] > [デフォルトのシステム権限（Default System Permissions）] 
 

このページでは、[システム（Systems）] > [ナビゲータ（Navigator）] で、Cisco TMS の各グループのシステムに対するデフォルトのシ

ステム権限を定義します。 

 

注：[デフォルトのシステム権限（Default System Permissions）] に加えた変更は、設定を変更後に追加されたシステムにのみ影響

します。[ナビゲータ（Navigator）] の既存のシステムでは、元の権限設定が保持されます。 

次の表に、Cisco TMS のユーザ グループごとにシステムのデフォルトとして設定できる権限を示します。 
 

表 168   グループに対して設定できるデフォルトのシステム権限 
 

権限 説明 

読み取り （Read） グループ メンバーは、設定を表示できます。 

予約（Book） グループ メンバーは会議を予約できます。 

設定の編集（Edit Settings） グループ メンバーは、設定を編集できます。 

コールの管理 グループ メンバーは、最近追加されたシステムとのコール設定を管理できます。 

権限の設定（Set Permissions） グループ メンバーは、最近追加されたシステムの権限を変更できます。 

















http://www.cisco.com/en/US/partner/products/ps11472/tsd_products_support_series_home.html










272 

 

 

 
 
 

 

Cisco TMS ツール 
Cisco TMS ツールは、Cisco TMS の一部としてインストールされる管理者用プログラムで、Cisco TMS サーバで [スタート

（Start）] > [プログラム（Programs）] > [Cisco TelePresence Management Suite] > [TMS ツール（TMS Tools）] で実行されま

す。設定変更、Cisco TMS 導入のセキュリティ レベルの変更、およびトラブルシューティング ツールの実行ができます。 

Cisco TMS ツールで行った変更によって、Cisco TMS アプリケーションの一部へのアクセスが制限されたり、場合によってはアプ

リケーションが完全に機能しなくなったりすることがあります。 

Cisco TMS ツールによる設定の変更は、経験豊富な Windows および Cisco TMS 管理者が実行する必要があります。 
 

設定 .................................................................................................................................................................................... 274 

セキュリティ設定 .................................................................................................................................................................. 276 

ユーティリティ ...................................................................................................................................................................... 280 

診断ツール .......................................................................................................................................................................... 281 
 

設定（Configuration） 
 
データベース接続の設定 

ここで、Cisco TMS または Cisco TelePresence Management Suite プロビジョニング拡張機能（TMSPE）SQL データベースの
場所、および Cisco TMS が接続に使用するクレデンシャルを指定します。 

 
Cisco TMS データベース接続 

 
Windows 認証および Cisco TMS データベースの前提条件 

 

[Windows 認証（Windows Authentication）] を使用する場合は、Cisco TMS データベースの設定を編集する前に、次のアカウン
トにデータベースへの db_owner 権限があることを確認してください。 

 
 ■  Cisco TMS サーバへのログインに使用するアカウント。 

 ■  TMS サービスがログインに使用するアカウント。 

 ■  IIS AppPool アカウント。 

Cisco TMS ツールで [Windows 認証（Windows Authentication）] を選択する前に、Cisco TMS が SQL データベースに対して 

Windows 認証を使用するための次の手順を完了します。 
 

 1. 新しい Active Directory サービス アカウント（たとえば tms-databaseservice）を作成します。 

 2. SQL Server で、tms-databaseservice の新しいログインを作成します。 

 3. SQL Server で、tmsng データベースの新しいユーザを作成します。 

 a.   このユーザと tms-databaseservice ログインを関連付けます。 

 b.   このユーザに db_owner 権限を割り当てます。 

 4. SQL Server で、Cisco TMS の IIS アプリケーション プールを実行するユーザ アカウント用の新しいログインを作成します。 
デフォルトのアカウントは IIS APPPOOL\TMSNet40AppPool です。 

Cisco TMS の IIS アプリケーション プールが実行されるユーザ アカウントは、TMS log-web ファイルを開いて確認できま
す。最初のエントリには、Cisco TMS バージョン番号とその後のカッコで囲まれたユーザ アカウントが含まれます。 

 
 
 

Cisco Systems, Inc.    www.cisco.com 
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ユーティリティ 
 

ユーザ ドメインの変更 

Cisco TMS サーバがメンバで Windows ドメインの名前が変わった場合、または Cisco TMS サーバがドメインに存在せず、 

サーバのホスト名が変更された場合、ここで Cisco TMS に変更を認識させることができます。 

行った変更は、Cisco TMS のユーザ名にのみ適用され、ドメイン自体のユーザ アカウントには適用されません。 

 

電話帳の生成 

[システム（Systems）] > [ナビゲータ（Navigator）] のフォルダ構造に基づいて、フォルダとそれに対応する電話帳ソースから電話

帳を生成できます。 

 

注意：Cisco TMS の電話帳ソースから電話帳を作成することを推奨します。「電話帳の作成と管理（196 ページ）」を参照してください。 

 

 1. Cisco TMS サーバの Cisco TMS ツールを開きます。 

 2. [ユーティリティ（Utilities）] メニューから、[電話帳の生成（Generate Phone Book）] を選択します。 

 3. 電話帳の名前を入力します。 

 4. [OK] をクリックします。 

電話帳およびソースを生成するバックグラウンド ジョブがスケジュールされます。 

電話帳は、Cisco TMS の [電話帳（Phone Books）] > [電話帳の管理（Manage Phone Books）] に表示されます。 

上記の手順を複数回実行しても、前に作成された電話帳またはソースは上書きされません。重複する一連の電話帳とソースが生

成されるため、生成された不要な電話帳とソースは手動で 1 つずつ削除する必要があります。 

 

重複キーの解決 

Cisco TMS 14.4 および 14.4.1 で発生する外部プライマリ キーの重複の問題の影響を受けるお客様は、このツールを使用して

外部プライマリ キーが重複している定例会議を特定し、正しい会議を選択することができます（この問題自体の詳細については、

Cisco TelePresence Management Suite ソフトウェア リリース ノート（14.4.2）[英語] を参照してください）。 

このツールは、14.4.2 以降にアップグレーした後に、「外部プライマリ キーが重複している会議が見つかりました」という重大なチ

ケットが Cisco TMS に表示される場合にのみ使用してください。 

このツールにアクセスすると、影響を受けるすべての会議がページにロードされます。同じ外部プライマリ キーを持つ会議が 1 つ

のグループにまとめられ、タイトル、所有者、反復パターン、および [Cisco TMS] > [予約（Booking）] > [会議の一覧（List 

Conferences）] で会議または定例会議を開くためのリンクが表示されます。 

Cisco TMS ではグループに 1 つの会議しか存在できないため、各会議グループから正しい会議を選択します。[選択（SELECT）] 

をクリックすると、グループ内の残りの会議が削除されます。 

どれが正しい会議か明らかでない場合は、会議に参加するシステムの Exchange リソース カレンダーを確認してください。リソー

ス カレンダーの大部分またはすべてが、重複する会議の 1 つと一致する場合、おそらくそれが適切な会議です。 

それでも正しい会議を特定できない場合は、会議の所有者に問い合わせてください。 

選択または削除された会議のリストを表示するには、[ログの表示（VIEW LOG）] をクリックします。このログ（log-tmstools-

duplication-resolution.txt）は、tmsdebug logs フォルダの [診断ファイルのダウンロード（Download Diagnostic Files）] ダウン

ロード バンドルに格納されています。 

http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-tms/products-release-notes-list.html
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Cisco TMS ツール 

 
 

診断ツール 
 

SNMP 接続確認ツール 

特定のレガシー システムを Cisco TMS に追加するときは、SNMP が使用されます。Cisco TMS にシステムを追加できない場

合は、このツールを使用して、Cisco TMS が SNMP を使用してシステムにアクセスできるかどうかを判断できます。 

 

 ■  [IP アドレス（IP Address）]：チェックするシステムの IP アドレス。 

 ■  [SNMP 読み取りコミュニティ名（SNMP Read Community Name）]：[Cisco TMS] > [管理ツール（Administrative tools）] > 

[設定（Configuration）] > [ネットワーク設定（Network Settings）] > [一般的なネットワーク設定（General Network 

Settings）] > [SNMP コミュニティ名（SNMP Community Name）] で設定されたコミュニティ名で、システム自体に設定され

たコミュニティ名に対応します。 

 ■  [SNMP タイムアウト（ミリ秒）（SNMP Timeout（ms））]：Cisco TMS が SNMP 経由によるシステムへの接続試行を中止する

までの秒数。 

 

暗号化キーの不一致を検出するためのデータベース スキャン 
 

 ■  [スキャン（Scan）]：SQL データベースをスキャンして、変更された暗号キーの影響を受ける暗号化されたすべてのクレデ

ンシャルのリストを取得します（参照）。 

 ■  [クリーンアップ（Cleanup）]：スキャンで見つかったすべてのデータをそのシステムのデフォルトのクレデンシャルに設定する

か、値を完全に削除します。 

 ■  [キャンセル（Cancel）]：実行中のスキャンを停止します。 

Cisco TMS チケットは暗号キーが変更された場合に生成されます。チケットはクリーンアップで削除されます。 

電話帳の送信元および WebEx のクレデンシャルは、クリーンアップでリセットされないことに注意してください。 



http://www.cisco.com/
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トラブルシューティング 

 

 
表 181   Cisco TMS のログと設定ファイルおよびデフォルト ログ レベル（続き） 

 

ログ名 説明 レベル 設定ファイル 

log-systemapi-
databasescannerservice 

これらのログは、サービスに
よって開始された発信コミュニ
ケーションを記録します。 

 

イネーブルにするには: 

 
 ■  発信コミュニケーション

をログに記録するには 
[SystemAPILogger] 
を [DEBUG] に設定し
ます。 

オフ \services\TMSDatabaseScannerService.exe.CO
NFIG  

log-systemapi-liveservice オフ \services\TMSLiveService.exe.CONFIG  

log-systemapi-
schedulerservice 

オフ \services\TMSSchedulerService.exe.CONFIG  

log-systemapi-SNMPservice オフ \services\TMSSNMPService.exe.CONFIG  

log-TMSAgentDiagnostics このログは現在使用されていま
せん。 

   

log-tmsagentproxy Cisco TMSPE IIS プロキシのア
クティビティをログに記録します。 

WARN \wwwProvisioning\Web.config 

log-TMSDatabaseScanner  TMSDatabaseScannerServi
ce（20 ページ）のアクティビ
ティをログに記録します。 

WARN \Services\TMSDatabaseScannerService.exe.CO
NFIG 

log-
TMSServerDiagnosticsSer
vice 

TMSServerDiagnosticsServi
ce（20 ページ）のアクティビ
ティをログに記録します。 

WARN \Services\TMSServerDiagnosticsService.exe.CO
NFIG 

log-TMSSNMPservice TMSSnmpService（21 ペー
ジ）のアクティビティをログに
記録します。 

WARN \Services\TMSSSNMPService.exe.CONFIG 

log-tmstools-duplication-
resolution 

Resolve Duplicate Keys ツー
ルのアクティビティをログに記
録します。どの会議が保持され
てどの会議が削除されたのか
がログに記録されます。 

INFO \TMSTools\TMSTools.exe.CONFIG 

log-web すべての Web インターフェイ
スのアクティビティをログに記
録します。 

WARN \wwwTMS\Web.CONFIG 

log-web-cdm CTS エンドポイントからの
フィードバックのエラーがログに
記録されます。 

WARN \cdm\Web.CONFIG 

log-webex-web-tms Cisco Collaboration Meeting 
Rooms Hybrid のアクティビ
ティをログに記録します。 

オフ \wwwTMS\Web.CONFIG 

log-web-external Cisco TMSBA など、パスワード
保護された API を使用するアク
ティビティをログに記録します。 

WARN \wwwTMS\external\Web.CONFIG 

log-web-public 電話帳やフィードバックなど、
パブリック API を使用するすべ
てのアクティビティをログに記
録します。 

WARN \wwwTMS\public\Web.CONFIG 

log-xml フィードバックの解析エラーをロ
グに記録します。 

WARN \wwwTMS\public\Web.config 

phonebook-stats.txt エンドポイントからのすべての
社内ディレクトリ照会をログに
記録します。 

WARN \wwwTMS\public\Web.config 





http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc732079(v=ws.10).aspx
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http://10.0.200.50/tms
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http://tms.example.org/tms
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